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片側加熱式 上下加熱式

シール部は下図の部品などから構成されていますので部品の交換の時は順番を間違えないように正しく取り付けてく
ださい。

日々 の作業を安定して能率的に行うために、作業前・作業後のメンテナンス・早い時期の消耗部品の交換をお勧
めいたします。
以下の「消耗部品の交換方法」をよくお読みいただき、正しく作業を行ってください。

消耗部品は長時間の使用で損傷し、シール状態が悪くなっていきます。傷んだ部品を続けて使用すると故障の原
因となりますので予備品を手元に置かれ、適時交換してください。
消耗品の販売につきましては「18 消耗部品一覧」に掲載しておりますので、ご注文の際にご活用ください。
製品名・品名・数量を明確にご指定の上、お買い上げの販売店または弊社までご注文ください。

9	 消耗部品の交換方法

シール部の構造

消耗部品の販売について

100V 仕様機 200V 仕様機

接着テープ

i ヒーター
フローガラスシート

ガラステープ

ガラステープ
i ヒーター

上下加熱式用シリコンゴム（厚さ2mm）

上下加熱式用シリコンゴム（厚さ1mm）
接着テープ

シリコンゴム

フローガラスシート

i ヒーター

シリコンシート
ガラステープ

警告 	 消耗部品の交換やメンテナンスを行う時は、必ず電源プラグを手で持ってコンセントから抜き、作業を行ってく
ださい。プラグを差し込んだまま作業を行うと感電する危険性があります。

警告 	 取扱説明書に記載されている以外の間違った方法で交換すると機械が正常に働かないばかりか、感電や火
傷をする危険性があります。

警告 	 消耗部品は必ず弊社指定の部品をご使用ください。指定外の部品を使用されると製品の性能が正しく発揮で
きないだけでなく、故障の原因にもなります。

必ず電源プラグをコンセントから抜いた
状態で作業を行ってください。
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対象製品＝全製品

【必　要　物】	 ハサミ
【交換の目安】	 �フローガラスシートが変色し、袋がハガ

レにくくなった。フローガラスシートが破
れたり、焦げてシールが汚い。

フローガラスシートが傷みましたらヒーター上部にフローガ
ラスシートの新しい面が来るようにフローガラスシートを前
へずらして（引き出して）ください。
フローガラスシートがヒーターにひっついている場合、端
からていねいにはがしてください。
フローガラスシートは予備として25〜 30cmフローガラス
シート巻取棒に巻いてあります。残り少なくなった場合は、

「9-3 下側フローガラスシートの交換方法」を参照して、
フローガラスシートをシートごと交換してください。

1	 フローガラスシート押さえ金具とスポンジホルダー
（下）の樹脂ナット（白）を緩めると、フローガラス
シート巻取棒が回転するようになります。

2	 フローガラスシート巻取棒をまわし、傷んだフロー
ガラスシートを前後どちらかに15mm程巻きます。

3	 フローガラスシートのたるみが無くなるように、フ
ローガラスシートを巻取り、1で緩めた樹脂ナット
（白）を固定してください。

9-1　下側フローガラスシートのずらし方

樹脂ナット（白）

フローガラスシート巻取棒

フローガラスシート

スポンジホルダー

スポンジホルダー（下）

フローガラスシート押さえ金具
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対象製品＝上下加熱式

【必　要　物】	 ハサミ
【交換の目安】	 �フローガラスシートが変色し、袋がハガ

レにくくなった。フローガラスシートが破
れたり、焦げてシールが汚い。

フローガラスシートが傷みましたらヒーター上部にフローガ
ラスシートの新しい面が来るようにフローガラスシートを前
へずらして（引き出して）ください。
フローガラスシートがヒーターにひっついている場合、端
からていねいにはがしてください。
フローガラスシートは予備として25〜 30cmフローガラス
シート巻取棒に巻いてあります。残り少なくなった場合は、

「9-4 上側フローガラスシートの交換方法」を参照して、
フローガラスシートをシートごと交換してください。

1	 フローガラスシート押さえ金具の樹脂ナット（白）
を緩めると、フローガラスシート巻取棒が回転す
るようになります。

2	 フローガラスシート押さえ板の樹脂ナット（白）を
緩めてフローガラスシートを手前に引き出して傷
んだフローガラスシートをずらしてください。傷ん
だフローガラスシートは、ハサミで切ってください。

3	 フローガラスシート押さえ板と圧着レバーの間に
フローガラスシートを挟み込み樹脂ナット（白）で
固定してください。

9-2　上側フローガラスシートのずらし方

樹脂ナット（白）

フローガラスシート押さえ金具
フローガラスシート巻取棒
粘着テープ

上下加熱式用
シリコンゴム

（厚さ2mm）

ガラステープ
ヒーター
フローガラスシート

圧着レバー

フローガラス
シート押さえ板
樹脂ナット（白）
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対象製品＝全製品

【必　要　物】	 ハサミ、セロハンテープ
【交換の目安】	 フローガラスシートが変色し、袋がハガ

レにくくなった。フローガラスシートが破
れたり、焦げてシールが汚い

1	 フローガラスシート押さえ金具とスポンジホルダー
（下）の樹脂ナット（白）を取り外してください。

2	 フローガラスシート巻取棒を取り、古くなったフロー
ガラスシートを外します。

3	 フローガラスシート巻取棒に新しいフローガラス
シートをセロハンテープなどを使って貼り付けま
す。

4	 フローガラスシート巻取棒を取り付け、1で外し
た樹脂ナット（白）で仮止めをします。

5	 フローガラスシートがヒーター上部でシワにならな
いようにフローガラスシート巻取棒を回します。

6	 4で仮止めした樹脂ナットを回し、締めつけて固
定します。

対象製品＝上下加熱式

【必　要　物】	 ハサミ、セロハンテープ
【交換の目安】	 フローガラスシートが変色し、袋がハガ

レにくくなった。フローガラスシートが破
れたり、焦げてシールが汚い

1	 フローガラスシート押さえ金具の樹脂ナット（白）
を取り外し、フローガラスシート押さえ板を止めて
いる樹脂ナット（白）も取り外してください。

2	 フローガラスシート巻取棒を取り、古くなったフロー
ガラスシートを外します。

3	 フローガラスシート巻取棒に新しいフローガラス
シートをセロハンテープなどを使って貼り付けま
す。

4	 フローガラスシート巻取棒を取り付け、1で外し
た樹脂ナット（白）で仮止めをします。

5	 フローガラスシートがヒーター上部でシワにならな
いようにフローガラスシート巻取棒を回します。

6	 4で仮止めした樹脂ナットを回し、締めつけて固
定します。

9-3　下側フローガラスシートの交換方法

9-4　上側フローガラスシートの交換方法

フローガラスシート

フローガラスシート

セロハンテープ

セロハンテープ

フローガラスシート巻取棒

フローガラスシート巻取棒

フローガラスシート巻取棒

セロハンテープ
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【必　要　物】	 プラスドライバー
【交換の目安】	 ヒーターが切れた、ヒーターの表面が

凸凹になっている、シールが汚い

1	 ヒーターはフローガラスシートで覆われています。
フローガラスシートのずらし方、交換方法を参考
にしてフローガラスシートを外します。

2	 プラスドライバーで電極カバー側面の電極カ
バー止めビスを緩めて取り、電極カバーを外しま
す。

3	 電極レバーを上側のヒーターの場合は下方向、
下側のヒーターの場合は上方向に起こし、ヒー
ター止めビスをプラスドライバーで緩めます。

4	 ヒーター止めビスを緩めると傷んだヒーターが取
り外せます。

5	 電極レバーを起こしたまま新しいヒーターを電極
の溝に挟み、ヒーターが電極から浮かないように
押さえながらヒーター止めビスをしっかり締めた
後、電極レバーを倒します。

9-5　ヒーターの交換方法

ヒーター ヒーター止めビス

電極レバー

電極カバー止めビス

電極カバー

警告 	 安全のため、ヒーター交換後は必ず電極
カバーを取り付けてください。

	 交換用ヒーターは必ず弊社指定の専用
ヒーターをご使用ください。専用ヒーター
以外のヒーターを使用されますと、トラン
ス焼損の原因となります。

警告 	 シール幅（ヒーターの幅）が異なるヒーターへの
交換は絶対にしないでください。
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【必　要　物】	 アルコール（エタノール）など
【交換の目安】	 シリコンゴムの表面が凸凹になっている

1	 上下加熱式の場合はフローガラスシート、ヒー
ター、ガラステープ、温度センサーなどを取り外
してください。

2	 シリコンゴムをはがし、粘着のりはアルコール（エ
タノール）等できれいに拭き取ってください。

3	 新しいシリコンゴムには、粘着テープがついてい
ます。剥離紙を外し、端から順に貼ります。

【必　要　物】	 ハサミ、プラスドライバー、アルコール（エ
タノール）など

【交換の目安】	 ヒーターがよく切れる、シールが汚い

1	 フローガラスシート、ヒーターを取り外してくださ
い。

2	 ヒーター下部のガラステープをきれいにはがして
ください。

3	 ガラステープの両端が電極に5mmずつかかる
ようにカットして、電極の上に重ねるように貼り付
けてください。

9-6　シリコンゴムの交換方法

9-7　ガラステープの交換方法

端から順に貼り付けてください

シリコンゴム

ガラステープ

5mmくらい 5mmくらい

シール部の長さ

電極

シリコンシート

注注 	 粘着のりが残っている状態でシリコンゴ
ムを貼ると、きれいなシールに仕上がり
ません。

注注 	 粘着のりが残っている状態でシリコンゴ
ムを貼ると、きれいなシールに仕上がり
ません。

注意 	 ヒーター下部のガラステープが傷んだり焼損する
とヒーターの絶縁不良や、シール不良の原因とな
りますので、ヒーターの交換時には必ず点検し、
必要に応じて貼替えてください。

注注 	 ガラステープ交換の際に、シリコンシートの貼り
付け粘着力が低下していましたらガラステープとと
もにシリコンシートも交換してください。

注意 	 粘着のりが残っている上に貼り付ける
と、シール面が凸凹し、シールに悪影
響を起こしますので粘着のりをきれいに
アルコール（エタノール）で取り除いてく
ださい。
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対象製品＝片側加熱式
【必　要　物】	 ハサミ、プラスドライバー、アルコール（エ

タノール）など
【交換の目安】	 ヒーターがよく切れる、シールが汚い
1	 フローガラスシート、ヒーター、ガラステープを取
り外してください。

2	 ヒーター下部のシリコンシートをきれいにはがして
ください。

3	 シリコンシートの両端が電極に2mmずつかかる
ようにカットして、電極の上に重ねるように貼り付
けてください。

配管チューブを抜き差しするときは、エルボ継手の開放
リングを指先で押しながらチューブを抜いてください。

チューブの離脱
チューブを押し込みながら開放リングを平行に押すと、よ
り容易にチューブを引き抜くことができます。

チューブの接続
チューブ装着時には、継手のチューブエンドまで確実に
差し込んでください。

9-8　シリコンシートの交換方法

9-9　チューブの接続・離脱

シリコンシート

2mmくらい 2mmくらい

シール部の長さ

電極

ネジ部

チューブ

差し込み長さに注意してください19 〜
21mm

コレット
Vシール

Oリング

開放リング

開放リング

継手本体

これを押してチューブを外す

注注 	 粘着のりが残っている上に貼り付ける
と、シール面が凸凹し、シールに悪影
響を起こしますので粘着のりをきれいに
アルコール（エタノール）などで取り除い
てください。

注意 	 ヒーター下部のシリコンシートが傷んだり
焼損するとヒーターの絶縁不良や、シー
ル不良の原因となりますので、ヒーター
の交換時には必ず点検し、必要に応じ
て貼替えてください。

注注 	 チューブの差し込みが少ないとエア漏れを起こ
しますので確実にチューブを差し込んでくださ
い。
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1	 ロックレバーを左に回して、ノズルの固定を緩め
てください。

2	 ノズルをイラストのようにユニオンストレートの開放
リングを押しながら引き抜いて、離脱させてくださ
い。

9-10　ノズルの外し方

ロックレバー

PU-16（ユニオンストレート）

開放リング注意 	 ノズルが外れにくい場合がありますので
離脱させる時は、ノズルでケガをしない
よう充分に気をつけて行ってください。

注注 	 吸引不良または、吸引不足の場合、ノズルを
外してノズルのみを洗浄してください。
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自動水抜スイッチ

オイルレスポンプ仕様
には付いていません

水　抜
ON

OFF

イラスト1

・エアフィルターは、ノズルと真空ポンプとの中間にあっ
てノズルから吸い込んだ空気以外の物（液体、粉体、
粒体など）は通さないでフィルターに溜まるようになって
います。

・必ず毎日点検してカップを掃除してください。
・液体（主に水）だけの場合は自動水抜き装置をONに
していると、シールしている間に自動的に排水します。
・この排水工程はシール作業をするごとに行われますの
でカップに水が溜まることはありません。ただし、1回
の吸い込み量は100mlぐらいで、カップの約 3分の
1です。イラスト1に記載している「3 分の 1ライン」
の近くまで吸い込んだ物が溜らないように監視し、溜
まってきましたら排出・清掃をするようにしてください。

フィルターカップの取り外し方
カップフランジを締め付けている2個の樹脂ナット（黒）を
外し、カップフランジを下へ引っ張るとカップフランジが外
れます。（カップとカップフランジはOリングで密着されて
います）

エアフィルターの分解掃除
フィルターエレメント及びフィルターカップなどが黒く汚れて
きましたら、きれいに水洗いをしてよく乾燥させてから取り
付けてください。使用度合いによりますが、3ヶ月ぐらい
の目安で新しいフィルターエレメントと交換してください。

10	部品のメンテナンス
10-1　エアフィルター清掃

水抜きバルブ

開 閉

3 分の 1ライン

真空ポンプへ ノズルから

フィルターエレメント

ステーボルト（SUS）

エレメントキャップ

蝶ナット（M4）

Oリング

フィルターカップ

Oリング

樹脂ナット（黒）

カップフランジ

ドレンチューブ

ピーコック

ガスコック

注意 	 液体を多く吸いすぎますとフィルターエレメントを
通してオーバーフローし、真空ポンプの中へ入
りますので絶対に100ml（カップの約3分の1）
を超える液体を一度に吸い込ませないように注
意してください。万一オーバーフローさせてしまっ
た場合は真空ポンプオイルを交換してください。
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・ドライフィルターは、製品内部に搭載されたコンプレッ
サーから圧縮されたエアが、配管チューブ内で徐々
に冷やされ水滴となり、シリンダー内部に進入を防止
するために取り付けています。

・そのため製品背面に取り付けられている2本のドライ
フィルターは定期的に交換が必要となります。特に開
始時、または作業終了後に赤フィルター側のチューブ
確認が必要です。チューブが曇ったり、水滴が付い
た場合には交換時期でなくても、フィルターを必ず交
換してください。

交換の目安
黒フィルター・・・2年
赤フィルター・・・半年

ウィープバルブで詰まりを取ってください
作業終了後は、ウィープバルブの先に付いているピンを
上下に動かして目詰まりを取り除いてください。詳細につ
いては、附属部品のドライフィルターの取扱説明書を参
照してください。

ドレンの取り方
ドライフィルターは、フィルター内の水分を少量の排気エ
アに混ぜ、常にドレンとして排出するオートドレン方式に
なっています。ドライフィルターから排出された水分は、ド
レンホースを通じ外部に放出されます。ドレンタンクや空
缶などでドレンホースを受けてください。

10-2　ドライフィルターの清掃

このチューブが曇った
り水滴が付いたら交換
が必要です

黒
赤

ドライフィルター

水分を容器で受
け取る

先のピンを上下に動かし、
目詰まりを取る

ウィープバルブ

注意 	 詰まりを除去しないと貯まった水分がシリンダー
や機械内部へ浸入して機械故障の原因となり
ます。




